
注 意 事 項

1．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題冊子は1冊（11頁）、解答用紙は3枚、下書用紙は3枚です。落丁、乱丁、

印刷不鮮明の箇所等があった場合には申し出てください。

3．氏名と受験番号は解答用紙の所定の欄に記入してください。

4．解答は指定の解答用紙に記入してください。

（1）文字はわかりやすく、横書きで、はっきり記入してください。

（2）解答の字数に制限がある場合には、それを守ってください。句読点や括弧も

1字として数えます。段落を変える際に解答用紙にできる空欄は文字数に含み

ません。この場合、字数制限を守れば解答欄の枠をはみ出ることを可とします。

（3）英数字を使用する場合は、2文字で1字とカウントしてください。ただし、

「abc」や「1,000」など奇数個の文字が並ぶ場合には、最後の1文字を1字とカ

ウントしてください。

5．解答用紙は持ち帰ってはいけません。

6．問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。
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以下の文章は、米国におけるたばこ販売の段階的廃止について論じた文章の一部で

ある。

これを読んで、問1－4に日本語で解答しなさい。＊のついた語句には各ページ下

枠内に注釈があります。
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N Engl J Med 2024;390:1837-1839

DOI: 10.1056/NEJMp2403297より改変

inclination: 傾向、好み
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問1 ブルックライン条例がどのようなものであるか、本文に即して200字以内で説

明しなさい。

問2 ブルックライン条例の概念は世界中でも注目を集めています。米国以外の状況

を本文に即して150字以内で説明しなさい。

問3 今後、ブルックライン条例を日本で導入することの是非について、本文の記述

をふまえてあなたの考えを400字以内で述べなさい。まず、賛成か反対かについ

て述べ、その理由を説明しなさい。

問4 問3で述べたあなたの意見に対して考えられる反論を考えて400字以内で述べ

なさい。問3で賛成であれば反対の立場で、問3で反対であれば賛成の立場で論

じなさい。

（以下 余白）
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